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２００９ 年７月２１日に山口県において
発生した豪雨の特徴と土砂災害の
概要
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Abstract

 A heavy rainstorm caused by a stationary front (Baiu front) attacked Yamaguchi 
Prefecture on July ２１ , ２００９ . A rainstorm of exceptional intensity was recorded in Hofu 
and Yamaguchi cities of Yamaguchi Prefecture from ６am-１２am on July ２１ , of the kind 
only expected to occur once every ２４５ years (Hofu city, ２２０．０ mm / ６ hours) and ６００ 
years (Yamaguchi city, ２６６．０ mm / ６ hours) statistically. That damage resulted in １４ 
fatalities, ４ injured, １６１ buildings destroyed, and ４， ５５９ buildings flooded in Yamaguchi 
Prefecture. Geology of the area where debris hazards occurred was granite, it is in 
agreement with the area where the ６-hours precipitation exceeded ２００ mm. Many 
disasters involving flowing debris were also caused in Hofu city (Nami, Emi, Jushichi 
and Shimo-migita areas), claiming the lives of １４ residents. As Yamaguchi city is a 
rhyolite area, although it was exposed to heavier rain than Hofu city, no sediment 
disaster was recorded.
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１．はじめに
　２００９年７月１９日から２６日にかけて，西中国地方
（広島県，山口県）から九州北部地方（福岡県，佐
賀県，長崎県，大分県）において，記録的な大雨
が断続的に降った（気象庁，２００９；福岡管区気象
台，２００９）。これにより，各地で土砂災害や浸水
被害が発生し，山口県（１７名），福岡県（１０名），
鳥取県，広島県，佐賀県，長崎県（各１名）で３１
名の死者が発生した（内閣府，２００９；消防庁，
２００９）。とくに，山口県防府市においては，　７月
２１日明け方から昼にかけて記録的な集中豪雨によ
り土石流が多発し，１４名の死者が発生した（下関
地方気象台，２００９）。気象庁は，これらの豪雨を
「平成２１年７月中国・九州北部豪雨」と命名した
（気象庁，２００９）。
　災害発生の直後から，山口大学を中心に現地調
査が開始され，平成２１年度科学研究費補助金特別
研究促進費「２００９年７月中国・九州北部の豪雨によ
る水・土砂災害発生と防災対策に関する研究（代表
者：羽田野袈裟義）」にも採択され，土砂災害発生
時の降雨特性，源頭部崩壊の特徴，土石流化のメ
カニズムと流動・堆積，砂防ダムの有効性につい
て，迅速かつ詳細な調査研究が実施された（羽田
野・他，２０１０；山口大学平成２１年７月２１日山口防府
豪雨災害調査チーム，２００９；地盤学会２００９年７月豪

雨による山口県土砂災害緊急調査団，２００９）。
　ここでは，　７月２１日に山口県中央部に位置する
防府市や山口市で発生した集中豪雨の気象的特
徴，防府市の土砂災害，山口市の浸水災害の概要
について報告する。

２．山口県における集中豪雨の特徴
　山口県防府に設置されたアメダスにおいて１時
間降水量 ６３．５ mmを観測した２００９年７月２１日９時
の地上天気図および静止気象衛星「ひまわり６号」
の赤外画像（高知大学気象情報頁，２００９）を図１
に示した。梅雨前線が対馬海峡を南下し，山陰沖
から近畿地方を通って東海地方に前線が延びて停
滞しており，この気圧・梅雨前線の配置等は，山
本・岩谷（２００５）が報告した２００５年７月３日に山
口県柳井市で発生した集中豪雨ときわめて類似し
ている。この前線に向かって暖かく湿った空気が
流れ込み，前線の活動が非常に活発化した。これ
により，梅雨前線に近い山口県では，２１日明け方
から激しい雨が降り始め，　８時までの１時間に北
部，西部，中部で８０mm以上の猛烈な雨となっ
た。山口県の広い範囲で昼頃にかけて５０mm / h以
上の非常に激しい雨が降り，山口（測候所），防府
（アメダス）では明け方から昼過ぎにかけて
２６６mm，２２０mmに達するなど各地で大雨とな
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図１　２００９年７月２１日９時の地上天気図（左）および気象衛星「ひまわり」の赤外画像（右）
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り，県内のほぼ全市町において土砂災害警戒情報
が発表された（下関地方気象台，２００９）。
　図２には，山口県における７月２１日の日降水量
（mm）の分布を示した。これは，気象庁のアメダ
ス観測値に「山口県土木防災情報システム（略称：
県土木）」および国土交通省の「川の防災情報（略

称：国河川）」における雨量観測値を加え，欠測値
を除いて作成したものである。柳井市の黒杭川ダ
ム（県土木）では ３００．０ mmの最大値を観測した
のを始め，大規模な浸水被害が発生した山口（測
候所）では ２７７．０ mm，甚大な土砂災害が発生した
防府（アメダス）では ２７５．０ mm，柳井（アメダ
ス）２７２．０ mm，下松（アメダス）２６４．０ mm，桜
山（アメダス）２５０．０ mmをはじめ，真尾（国河
川）２６６mm，防府（国河川）２５６mm，防府（県
土木）２５４mm，小鯖（県土木）２４１mmなど，内
陸部の美祢市・宇部市北部から山口市・防府市，
瀬戸内海沿岸の柳井市にかけての南北約２０km，
東西約９０kmと細長い帯状の範囲で日降水量
２００mmを超える局地的な豪雨に見舞われた。
　次に，山口県内における降り始めから１時間毎
の詳細な雨量の推移を把握するため，５時から１４
時までの１時間降水量の分布図を図 ３-１ および 
図 ３-２ に示した。５時には県西部の下関地域でや
や強雨に見舞われており，　６時には西部のほぼ全
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図 ３-１　山口県における７月２１日の５時～８時の１時間降水量（mm）の分布図

図２　山口県における７月２１日の日降水量（mm）
の分布
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域で時間雨量１０mmを超え，中心部では３０mmを
超える強雨となっている。７時には県北西部から
南東部にかけての帯状の範囲で豪雨に見舞われて
おり，特に下関市北部から長門市西部にかけては
５０mm / hを超える記録的な豪雨となっている。８
時には豪雨域が県中央部に移動し，美祢市・宇部
市北部から山口市中央部・防府市北部にかけての
広い範囲で５０mm / hを超える豪雨となっている。
９時には梅雨前線が南に移動し，宇部市・山口市・

防府市の周防灘沿岸で豪雨が観測されている。１０
時には梅雨前線が東進して周防大島・柳井市東部
で豪雨を観測しており，次の前線により長門市か
ら萩市にかけての日本海沿岸で５０mm / hを超える
豪雨を記録している。この前線が１１時には南東に
進み，再び県中央部では４０mm / hを超え，１２時に
はさらに南東進して山口・防府地区では再び
５０mm / hを超える豪雨となっている。１３時にはさ
らに南東進して周南・柳井地区で３０mm / hを超え

４７４ 

図 ３-２　山口県における７月２１日の９時～１４時の１時間降水量（mm）の分布図
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る強雨を観測し，１４時には県内で観測された豪雨
も収束している。以上のように，県中央部に位置
する山口・防府地区は，北西部から南東進する梅
雨前線が８～９時・１１時～１２時前後に２度にわ
たって通過し，これにより局地的な集中豪雨に見
舞われていたことが明らかになった。
　山口県内のアメダス観測所を対象に，本豪雨の
再現性を統計的に解析するため，降水量（最大１時
間，最大３時間，最大６時間および日降水量）の再
現確率（リターンピリオド）を表１に示した。再現
確率の計算は，（独）土木研究所水災害研究グルー
プ水文チームが公開している「アメダス降雨確率解
析プログラム」を用いて行った（（独）土木研究所，
２００２）。山口では，最大１時間：６３．６年，最大３時
間：２０６．６年，最大６時間：６０１．７年，日降水量：４８．１
 年，防府では，最大１時間：２０．５年，最大３時間：
２２０．０年，最大６時間：２４５．９年，日降水量：８２．６年
となっている。このことから，　６時～１２時のわず
か６時間に降った集中豪雨は，防府では約２５０年，
山口では約６００年に１度のきわめて稀な降水現象で

あったことが明らかになった。しかし，日降水量
の再現確率は山口４８．１年，防府 ８２．６年であること
から，降水現象としては１００年以下ときわめて稀な
現象とは言えない。また，柳井でも６時間・３時間
降水量の再現確率が ２０４．３年，１１５．８ 年となってお
り，山口市・防府市から瀬戸内海沿岸の柳井市にか
けての東西に延びる範囲において短時間できわめ
て稀な降雨現象に見舞われていたことがわかった。
柳井市付近の地質は領家変成帯に属する片亜麻岩
と片麻状花崗岩を基岩としており（津田・加納，
２００７），山口県内の三大地すべり地帯（油谷・周南・
柳井）に属している。しかし，本豪雨においては土
砂災害が発生しておらず，山口・防府地区と比較し
て雨量強度が５０mm / h前後と，やや低かったこと
も影響しているものと推察される。
　しかし，これ以外の再現確率を計算した１０の観
測所（下松の ７６．５ 年を除く）では０．６年～３４．３ 年
と低い確率となっており，上記の狭い範囲に集中
的に豪雨が降ったことが確率計算の解析結果から
も伺える。
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表１　山口県内のアメダス観測所における降水量の再現確率（リターンピリオド）

日降水量最大６時間降水量最大３時間降水量最大１時間降水量地点 再現確率（年）（mm）再現確率（年）（mm）再現確率（年）（mm）再現確率（年）（mm）
０．１６６．５０．６６３．００．９４９．０８．１４３．０須佐
２．７１４４．０１０．３１２８．０６．１８０．５７．６４６．０萩
１．６１４２．５１１．８１３８．５７．１８７．０１４．０５２．５油谷

１３２．０１２８．５７８．０４４．０篠生
０．４９１．５２．２７８．００．４４１．００．１１７．５徳佐

７６．０５８．５３２．０１７．５羅漢山
１４０．５１３０．０９３．０３６．５鍋提峠

４．９１８５．０３４．３１６６．０１７．３１０６．５１０．２５３．０秋吉台
６７．５５８．０３４．５２７．０長野山

０．４１１１．０２．７１０３．５２．５７６．５１．０３５．０広瀬
１６５．０１４７．５９１．５３６．０豊田
２５０．０２３８．５１７４．５８８．０桜山

４８．１２７７．０６０１．７２６６．０２０６．６１６０．５６３．６７４．５山口
１９７．５１８９．５１００．５５５．０和田

０．２１０１．０１．３８０．００．８５３．００．１１９．０岩国
８２．６２７５．０２４５．９２２０．０４８．７１２６．０２０．５６３．５防府
４４．１２６４．０７６．５１９２．０１３．１１０３．０５．８４７．５下松
２．８１６３．０１３．７１３７．５４．１７７．０１５．５５０．０玖珂

６７．０４４．５４０．０１９．５下関
１．０１１１．５２．３８３．５１．６５９．００．９３０．５宇部
６６．６２７２．０２０４．３１９７．５１１５．８１２７．５４６．３５４．０柳井
４．６１８２．０４．５１０９．０７．４８２．５１０．５４０．０安下庄



山本・山崎・有村・原田・高山・吉越・岩谷：２００９ 年７月２１日に山口県において発生した豪雨災害

３．山口県における豪雨災害の変遷
　１９７６年から観測・記録されている気象庁アメダ
スの降水観測データに，山口県内の区内観測所
（１９５０年～１９７５年）のデータを統合して構築した雨
量データベース（東山ら，２００８）を用いて，防府
および山口における過去６０年間の日降水量（１９５０
年～２００９年）の順位を表２に示した。また，山口
県で発生した前線性豪雨に伴う被害の概要を，平
成１９年度　消防防災年報（山口県総務部防災危機
管理課，２００７），山口県災異誌（山口県，１９５３・
１９６４・１９７２・１９８３・１９９４）を参考に，１９４５年以降，
死者発生時のみを記載したものを表３に示した。
防府において７月２１日に観測された日降水量
２７５．０ mmは，過去６０年間で第１位の記録であり，
１９５４年に観測された第２位の２２５．９ mmを約
５０mmも上回っている。１９５１年７月９日の梅雨前
線豪雨（第７位，１９４mm）では，県中西地で死者・
行方不明者２９名，床上・床下浸水４， ５００棟・１８， ０００
棟の大水害が発生しており，最近では１９９３年８月
２日（「平成の大冷害」年）に観測された２０３．０ mm
（第６位）で死者５名の人的被害が発生した観測記
録をも上回っている。山口では防府で観測された
降水量を上回る日降水量２７７．０ mmを観測したが，
１９７２年の７月９日～１３日の梅雨前線豪雨（５日間
で４４７．５ mm）の際の１１日の日降水量２９７．０ mm（第
１位）を２０mm下回り，第２位の記録であった。

　以上のように，過去６０年間にわたる雨量データ
ベースを用いた日降水量データの解析から，本豪
雨で観測された降水は，防府では第１位，山口で
は第２位の記録的な豪雨であったことが明らかに
なった。

４．防府市・山口市における集中豪雨の特徴
　７月２１日に防府（アメダス）と山口（測候所）
で観測された１時間および１０分間降水量の推移を
図４に示した。防府では，早朝の５時頃から雨が
降り始め，　６時前後に１０分間降水量が１５mmを超
える第１の降水のピーク，さらに８時３０分を中心
とする第２のピークが認められており，　８時４０分
には１８．０ mm/１０分間，この前後で最大１時間降
水量７２．５ mm（ ９ ：１８）を観測している。１１～１２時
には第３のピークが現れており，　６時から１２時ま
での６時間に２２０．０ mmの集中豪雨に見舞われて
いる。防府市真尾にある特別養護老人ホーム「ラ
イフケア高砂」では，１０分間降水量が３回目の
ピークである１１時半を約４５分過ぎた１２時１５分頃，
裏山で大規模な土石流が発生しており，降り始め
からすでに約２４０mmもの積算降水量に達してい
たことがわかる。
　山口（測候所）では，早朝の５時半頃から雨が降
り始め，　７時半前後に１０分間降水量が１５mmを超え
る第１の降水のピークが観測されており，８：０４に

４７６ 

表２　防府および山口における過去の日降水量（１９５０年～２００９年）の順位

山口

順位

防府

順位 １９５０年～年月日日降水量
［mm］１９５０年～日降水量

備考起日（mm）備考起日（mm）
梅雨前線１９７２年７月１１日２９７．０１位梅雨前線２００９年７月２１日２７５．０１位
梅雨前線２００９年７月２１日２７７．０２位梅雨前線１９５４年７月４日２２５．９２位
台風１４号２００５年９月６日２４７．０３位梅雨前線１９９０年６月１５日２２１．０３位
台風１９号１９７１年８月５日２２２．０４位前線１９５５年４月１５日２１４．１４位
梅雨前線１９８２年７月１６日２１９．５５位台風１４号２００５年９月６日２１４．０５位
梅雨前線１９５５年７月６日２０８．７６位梅雨前線１９９３年８月２日２０３．０６位
梅雨前線２００１年６月１９日２０８．５７位梅雨前線１９５１年７月９日１９４．０７位
梅雨前線１９９５年７月２日２０６．５８位梅雨前線１９５５年７月６日１８６．９８位
前線１９７２年８月２０日２０５．０９位梅雨前線１９６６年６月３０日１８６．０９位
台風９号１９５６年８月１６日１９６．０１０位台風１５号・前線１９５４年９月２４日１８２．０１０位
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表３　山口県で発生した前線性豪雨に伴う被害の概要（１９４５年以降，死者の発生時のみ）

罹災（人・家屋）の概況被害総額
（千円）

主な 
被災地域気象概略

発生時期
床下 
浸水

床上
浸水

家屋
半壊

家屋
全壊負傷者行方

不明
死
者月日西暦年

３８０２－内海側， 内陸部低気圧， 前線， 雨量 ：１７９mm （堀）， １６８mm （広瀬）５．１～３１９４８S２３

１８，１８８４，４６７２，４４６８５５４２８１２８１２，８４９，５２１中部・西部低気圧及び前線，雨量：４００～７００mm（西
部，中部山間部）

７．７ 
～１７１９５１S２６

１１，４７１１，９９２３３５４７１５４３，０６７，６９４県北部を
除く各地前線，雨量：８０～１２０mm（県北部を除く）５．３０ 

～３１１９５３S２８

１０，９５６２，７１３２０７７９１３１６３，０６４，３３７全域，特に
西北部梅雨前線，３４５mm，局地豪雨あり７．１３ 

～１５１９５９S３４

９，２３５８２５９２５７３３２，１６５，８０５中部，東部梅雨前線，雨量：２５０mm（山間部）１時間
雨量：８０mm（和田）

７．７ 
～８１９６０S３５

２３２３０２２２９９，９４４中部低気圧：２００mm～３００mm（徳山付近）６．２～３
１９６２S３７

４１０２２２２３３５８２，１１０全域梅雨前線：４００mm～５００mm（東部山間部， 西部）７．１～９

８５６２７１１４，３７９，１３３全域 
（農作物）総雨量：６００mm～９５０mm（県内）４下旬 

～６上旬１９６３S３８

６１３６７１４２１１５９６，７４９全域，特に
西部

前線，雨量：３６９mm（田耕）１時間雨量：
１００mm，（粟野）９．２～３１９６４S３９

９７４１５６５８１８７２１，７８０，８６０山陰側北部梅雨前線，雨量：３４６mm（田万川）１時間
雨量：５４mm（萩）

７．２２ 
～２３１９６５S４０

７６７２４８６７３７５４５，４６７，９５７阿武郡， 特に
阿東， 川上， 旭

寒冷前線，熱帯低気圧，雨量：３００mm（北
東部），１時間雨量：１０７mm（阿東町）８．１９１９６６S４１

４，２３０８４３１３１１３，７９２，９３６全域梅雨前線，総雨量：５００～７００mm（山間部）６．２８ 
～７．１１１９６９S４４

２２，１０４３，０９８１４１８４６９１７３０，０２４，３７５全域梅雨前線，雨量：４４７．５mm（山口），日雨量： 
２９７．０mm（山口），５００～６００mm（山陰側）

７．９ 
～１３１９７２S４７

１，０２４２８１１１２１１１，０２３，２８７全域低気圧，   前線，   雨量２７１．０mm（萩）， ２１２．０mm 
（山口），２００mm以上（山陰側）

８．２ 
～２１

２，９０５３４２３９２７８４２３，６６３，９５８全域，特に
瀬戸内海側

梅雨前線，雨量：５３２mm（柳井），日雨量：
１９２mm（安下庄），内海側４００～５００mm

６．２６ 
～７．２１９７９S５４

４，０７５１２９１４１２９１２０，０１１，９７２全域，特に
瀬戸内海側

梅雨前線，雨量：日本海側４５０～５００mm，瀬
戸内側７００～９００mm，時間雨量：下関５６．５mm

６．３０ 
～７．３０１９８０S５５

１，２５０７６１５１３５２１５，４４０，５１９県北西部低気圧，前線，雨量：全県１００mm以上，特
に油谷４１４mm

８．２３ 
～３１

２５７７２１３４７，４５５，５１３全域低気圧，前線，県下各地で２５０mm以上，特
に錦町６１１mm

７．１３ 
～３０１９８２S５７

７８３２８２１２２４６５８，１３１，０１９県北部低気圧，前線，雨量：須佐２０６mm，田万川
３２６．５mm， 田万川で １ 時間雨量８３mmを記録

７．２０ 
～２３１９８３S５８

２，１８４２５８１１１２５４２９，１０１，３６５県北部
梅雨前線停滞，時間雨量：秋吉台４８mm，
桜山４５mm，総雨量：油谷１，１６７mm，須佐
１，０９３mm

６．２１ 
～７．１４１９８５S６０

１１８７７，６００県東部
低気圧，台風２号，雨量：玖珂１５３mm，岩国
１５１mm，広瀬・安下庄１４５mm，柳井１３９mm，
西市１３７mm

６．１～２１９８８S６３

２９３１１３，５５１，７８７県中央部秋雨前線，時間雨量：西市６８mm，総雨量：
西市８４mm，長野山５２mm，広瀬４８mm

９．９ 
～１０１９８９H１

７５４１１６５２，００６県東部梅雨前線， ４日の降水量：安下庄１４５mm，
柳井１４４mm，玖珂１１１mm，下松１１０mm７．４～５

１９９３H５
２，６８５６０３６４５１２，１８０，７２３全域低気圧・前線， ２日の降水量：下松２１２mm，

防府２０３mm，山口１６６mm８．１～２

５６２３３１１１１４，９６８，８７０全域

総降水量：油谷２１７mm， 須佐２１５mm， 西市 
２１０mm，  萩２０９mm， 鍋提峠１６６mm， 秋吉台 
１６２mm， 篠生１６２mm  最 大１時 間 降 水 量 ： 萩
 ５９mm ， 油 谷５１mm，須佐４７mm， 篠生４７mm， 
西市４１mm

６．２８ 
～３０１９９９H１１

９６７１１２，３８０，２９６全域
総降水量：柳井４４６mm， 安下庄４２９mm， 下松
３３２mm， 和田３２６mm， 玖珂３１０mm 最大１時間
降水量：柳井６９mm， 安下庄５８mm， 下関５６mm

７．１～４２００５H１７

３，８６４６９５７７３３２６１７集計中防府・山
口・美祢

日降 水 量 山 口  ２７７mm， 防 府 ２７５mm， 柳 井
２７２mm，下松２６４mm 最大１時間降水量：
山口８１．５mm，防府７２．５mm

７．２１２００９H２１
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最大１時間降水量７７．０ mmを観測している。９時
から１０時にはいったん雨は止んだが，１０時から再
び１０mm/１０分間を超える豪雨が１２時まで降り続
き，　６時から１２時までの６時間に２６６．０mmの記録
的な集中豪雨に見舞われた。このように，山口市
内を流れる椹野川流域では，防府市を上回る降水
に見舞われたことから，内水氾濫による住家の浸
水被害（床上４００棟，床下１， ６００棟）が発生した。

５．山口県で発生した水災害の概要
　山口県における市町別被害の状況（山口県，
２０１０年２月３日１７時００分現在）を表４に示した。
また，山口県地質図（１５万分の１）を基図として，
本豪雨により発生した土石流・土砂災害の発生箇
所（国際航業株式会社，２００９）を図５中に赤色で
示した。土砂災害は，日降水量２５０mmを超える
範囲内の花崗岩地域で発生しており，これは花崗
岩が風化の進行が早く，強風化してマサ土となる
と，滑落や流動化し易い性質を持つことによる。

４７８ 

図４　２００９年７月２１日に防府（アメダス）と山口（測候所）で観測された１時間および１０分間降水量の推移

表４　２００９年７月２１日の豪雨による山口県の市町別
被害の状況（２０１０年２月３日１７時００分現在）

床下
浸水

床上
浸水

一部
損壊半壊全壊重傷死者市町名

１，０１２１１３２６１３０３１４防府市

１，５６１４１８９２山口市

４２４１下関市

２０１４２３４４宇部市

１６７１６萩市

１００４１下松市

５８１０１１岩国市

９５９１長門市

１３２４１柳井市

２６２２１美祢市

１５０２７２１１周南市

２２１４４山陽小野田市

７３２１田布施町

２６９その他

３，８６４６９５５１７７３３４１７合計
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佐波川左岸の真尾地区（死者７名：ライフケア高
砂）・石原地区（死者２名），右岸の奈美地区・十
七地区（死者１名），国道２６２号線沿いの下右田地
区・高井地区（死者４名）で計１４名の死者が土石
流により発生している。防府市以外では，下関
市・岩国市・美祢市で各１名であり，山口県内の
すべての死者は６０歳以上の高齢者が被害者となっ
ていることも本豪雨の特徴である。
　家屋の全壊・半壊は大規模な土石流が各地で発
生した防府市が３０棟・６１棟と大多数を占めている
が，防府市を上回る降水に見舞われた山口市の椹
野川流域では堆積岩，変成岩を基岩としており，
基岩に違いが土砂災害の発生が認められなかった
要因の一つとも考えられる。本地域では土砂災害
は発生しなかったものの，浸水被害は山口市で床
上浸水４１８棟・床下浸水１， ５６１棟と防府市を上回る
被害に見舞われた。

６．防府市で発生した土砂災害の特徴
　大規模な土石流により７名の死者が発生した真
尾地区に位置する特別養護老人ホーム「ライフケ
ア高砂」の被害の状況を写真１・写真２に示した
（防府市真尾，２００９年７月２５日撮影）。本ホームは
１９９９年６月に開設され，定員は特養９０人，短期入
所１０人，デイサービスが１日２０人に対して，被災
時には特養８６人，短期入所９人，デイサービス８
人が利用し，職員３９人が対応していた。同施設の
理事長に対するヒアリング調査から，防府市は
２００４年に土石流危険区域に指定し，通知を受けて
いたが，「危険地」としての認識しか持っておらず，
市から大雨注意報を受ける度に，　２階へ避難して
いたとのことであった。当日は職員が小降りと
なった１０：３０頃に施設裏の上田南川を巡視し，濁
流が溢れていたことから，１１時半頃に１階食堂で
３０分早めの昼食を開始していた最中の１２時１５分
頃，大量の土砂が流入して４５名の入所者を直撃し
たと証言している。入居者の平均年齢は８４歳，要

４７９

図５　豪雨により発生した土石流・土砂（まさ土）災害の発生箇所（赤色）（山口県地質図（１５万
分の１）を基図）



山本・山崎・有村・原田・高山・吉越・岩谷：２００９ 年７月２１日に山口県において発生した豪雨災害

介護の平均が ３．４ で，稼働率も特養９６％，短期入
所９０％と高い数値を示している。要支援認定の基
準となる身体の状態例（目安）は，要介護３が
「立ち上がりや歩行などが自力ではできない。排
泄・入浴・衣服の着脱など全面的な介助が必要。」，
要介護４が「日常生活能力の低下がみられ，排泄・
入浴・衣服の着脱など全般に全面的な介助が必
要。」であることかから（厚生労働省，２０１１），本
入所者における要介護の平均が ３．４ であることを

考慮すると，防災マニュアルを作成して，平常時
において避難訓練，避難準備を行う体制を構築し
ておかなければ，突発災害時に対応できない状況
にあったことが推察される。
　防府（アメダス）の１０分間降水量の推移と土石
流被害，警報・避難勧告等の発令状況を図６に示
した。４時１８分に大雨警報，　７時４０分には土砂災
害警戒情報が発令されており，　２階部分は土石流
の直撃を免れ，施設本体は破壊されていなかった

４８０ 

図６　防府（アメダス）の１０分間降水量の推移と土石流被害，警報・避難勧告等の発令状況

写真１ ライフケア高砂における土石流被害の状
況（防府市真尾，２００９年７月２５日撮影）

写真２ 土石流の直撃を免れたライフケア高砂
の２階部分（防府市真尾，２００９年７月
２５日撮影）
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ことから，施設管理者らが災害情報を収集し，２
階への迅速な避難を実施していれば，災害を減ら
すことが出来た可能性も否定できない。
　写真３には防府市奈美地区における土石流によ
る家屋の被害状況を示している（防府市，２００９年
７月２５日撮影）。奈美川で発生した土石流は家屋
を直撃しており，軒下まで流跡が残っていること
からそのすさまじさが見てとれる。本地区は奈美
川の扇状地形上に位置し，平成１０年頃に奈美川の
谷出口付近に新興住宅地が形成されており，土石
流被害を拡大させている。
　写真４は十七地区における土砂流による家屋へ
のマサ土の堆積の状況を示している（防府市，
２００９年７月２５日撮影）。石礫が含まれていないた
め家屋の損傷は認められないが，広範にわたり最

大 １．５ mのマサ土が家屋の内部にまで厚く堆積し
ている。早急に生活を再開させるために私費で除
去費用を捻出しており，復興に向けての個別支援
の在り方が問われている。
　写真５には防府市下右田地区（上勝坂）におけ
る土石流による家屋の被害状況を示した（防府市，
２００９年７月２５日撮影）。剣川上流域の広範囲で斜
面崩壊が発生し，土石流は１１時５６分には国道２６２ 
号に達しており，写真からも国道に隣接する下右
田地区の家屋・商店では，マサ土を含む土石流が
建物内部に約２mの高さまで堆積していること
がわかる。写真６は高井地区での土石流の発生状
況を示した（防府市，２００９年７月２５日撮影）。神里
川に築造された砂防えん堤工により，土石流を食
い止める効果は確認できるが，発生した土砂量が
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写真３ 土石流による家屋の被害状況（防府市
奈美，２００９年７月２５日撮影）

写真４ 土砂流による家屋へのまさ土の堆積
（防府市十七，２００９年７月２５日撮影）

写真５ 土石流による家屋の被害状況（防府市
下右田，２００９年７月２５日撮影）

写真６ 土石流の発生状況（防府市高井，２００９
年７月２５日撮影）
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貯留可能量を大きく上回るため，溢れた土石流は
国道２６２号へ流入し，剣川に合流して下流の下右
田地区における土砂被害を拡大させており，マサ
土を大量に含んだ土石流は新幹線高架橋以南にも
達している。
　国道２６２号線の上勝坂を北上し勝坂トンネルを
越えた山口市下小鯖地区も同様な土砂災害が発生
しており，防府市と山口市にまたがる区域の山地
被害箇所は２３４ヶ所，被害総額は３０億円を超えて
いる（山口県，２００９）。山口県が航空写真などによ
る予備調査や規模の大きな崩壊地，不安定な渓流
などを対象とした現地調査より求めた本地域にお
ける山地の被災率（被災現況面積/森林面積）
×１００）は０． ６３％であり，１９９９年６月２９日に広島県
で発生した梅雨前線に伴う集中豪雨（山本ら，
２００２）に匹敵し（山口県，２００９），短時間豪雨に伴
う風化花崗岩の崩壊による土砂災害の発生状況も
きわめて類似している。

７．山口市で発生した洪水災害の特徴
　山口盆地は周囲を４００～７００mの山に囲まれ，盆

地底を２級河川の椹野川が北東から南西に流れて
いる。過去にも幾度となく洪水災害が発生（山口県
災異誌，１９５３・１９６４・１９７２・１９８３・１９９３）している
ことから，山口市では平成２０年４月に「山口市防災
の手引き」とハザードデータ（河川，高潮，土砂災
害）を表示した図面に，避難場所などを表示した
「防災マップ（１０ブロック）」を作成（山口市，２００８）
し，関係区域に全戸配布を行っている。
　図７には山口市防災マップ（吉敷・平川・大歳）
と平川・大歳地区における浸水被害の状況を示し
た。椹野川を中心に九田川，吉敷川，旧国道９号
線に囲まれた地域は１９５０年代までは水田地帯であ
り，洪水時には椹野川に排水できない雨水を貯留
する能力を備えていた。１９６６年に山口大学が平川
地区に統合移転し，学生用アパートやスーパーや
飲食店が水田を転用して次々に立ち始めた。１９８６
年には山口県立西京高等学校，１９９１年には山口市
立平川中学校が開校し，文教地区として整備され
ることにより水田を転用した大小の住宅地さらに
は各種店舗が造成・建設された。これにより，図８
に示したように山口市平川地区（椹野川と県道山
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図７　山口市防災マップと平川・大歳地区における浸水被害の状況（①郊外型大型店舗 
（写真７），②新興住宅地（写真８））
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口小郡秋穂線に囲まれた地域，　２万５千分の１地
形図より水田面積を算出）における水田面積は，
１９２７（昭和２）年の１８６．７ ha（水田面積率：９０．０％）

から２００５（平成１７）年には９０．５ ha（水田面積率：
４３．６％）にまで半減するに至っている。この結果，
写真７に示した郊外型大型店舗における浸水被
害，写真８の新興住宅地における浸水被害（２００９
年７月２１日１２時３０分頃に撮影）が各所で発生した。
山口市全体では防府市の浸水被害を大きく上回
り，内水氾濫による住家の浸水被害（床上４１８棟，
床下１， ５６１棟）が発生し，椹野川に隣接する上水道
施設が水没し，周辺地域では約１週間の断水を余
儀なくされた。

８．おわりに
　筆者らは，西日本で発生した梅雨前線に伴う豪
雨を対象に，１９９９年６月の福岡・広島豪雨（山本・
他，２００２），２００３年７月の福岡・飯塚豪雨（山本・
岩谷，２００４），２００５年７月の山口県柳井豪雨（山
本・岩谷，２００５）では気象的特徴を解析すると伴
に豪雨災害の現地調査を実施している。また，
１９９７年以降に全国各地で発生した豪雨について，
降水の局地的・時間的特性の比較分析を行ってい
る（Yamamoto and Iwaya，２００５）。今回の梅雨前
線による豪雨は，本報告からも明らかなように山
口県中央部の山口市・防府市を中心に６時間とい
うきわめて短時間に集中して降ることにより甚大
な水災害が発生しており，山口県内では１９７２年の
梅雨前線以来の豪雨災害となった。
　浸水被害に見舞われた山口市平川・大歳地区は，
洪水ハザードマップでは図７に示したように浸水
想定区域内にあり，浸水被害を想定した対策を従
来から進め，地域住民の防災意識のさらなる向上
が不可欠である。有村・他（２０１０）は，浸水被害
に見舞われた平川・大歳地区の住民にアンケート
調査を実施しており，防災情報の取得の不徹底，
避難のタイミングと自己判断，過去の水害体験が
生かされていない等の問題点が指摘されている。
今後は，浸水被害の防止対策としては，滞留した
降水を排水する能力の向上による内水氾濫の防
止，住居の嵩上げによる浸水被害の回避などハー
ド面の対策と，上記で指摘されたソフト面の対策
を講じることにより，さらなる被害の回避・減災
に努める必要がある。
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図８　山口市平川地区（椹野川と県道山口秋穂
線に囲まれた地域）における水田面積
（ha）の推移

写真８ 新興住宅地における浸水被害の状況
（山口市黒川，２００９年７月２１日撮影）

写真７ 郊外型大型店舗における浸水被害の状
況（山口市黒川，２００９年７月２１日撮影）
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　山口県では，土砂災害防止法に基づいて土砂災
害警戒区域を指定し，①市町村地域防災計画への
記載，②災害時要援護者関連施設利用者のための
警戒避難体制，③土砂災害ハザードマップによる
周知の徹底，④宅地建物取引における措置を関係
市町に義務付けている。防府市でも５８７ヶ所の土
砂災害危険箇所があり，本豪雨で被災した特別養
護老人ホーム「ライフケア高砂」も土石流危険区
域内に位置しながら，災害時要援護者の早めの避
難に必要な情報の収集，警戒・避難の実施が不十
分であった。山口県では本豪雨災害を教訓に「福
祉・医療施設災害対策検討委員会」を設置し，県
内の福祉・医療施設の入所者等を風水害などの自
然災害から守るための施設の取組を支援する「福
祉・医療施設防災マニュアル作成指針（山口県健
康福祉部，２０１０）」を策定し，各施設が自らの防災
マニュアルの作成や見直しの際の参考資料として
活用を勧めている。今後は，本防災マニュアルに
より災害時に速やかな対応ができる体制の整備，
減災のための事前対策を講じ，施設の災害適応力
を高める体制の強化を期待したい。
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yamaguchi.lg.jp/cms/a１３２００/bousai-manual/bousai-
manual/apd１_１_２０１００２０２１５１４３８１４.pdf（２０１０年５
月４日参照）

２６） 山口市：山口市防災の手引き・防災マップ，１０p．
＋図面，２００８．http : // w w w . city .yamaguchi . lg. jp / 
dannai /sosh i k i /soumu / bou s a i / s a ig a i / bousaimap- 

hazardmap.htm（２０１０年５月４日参照）
２７） 山本晴彦・岩谷　潔・鈴木賢士・早川誠而・鈴

木義則：１９９９年６月２９日に福岡県と広島県にお
いて発生した豪雨の特徴．自然災害科学，Vol．
２０，No．４，pp． ４０３-４２１，２００２．

２８） 山本晴彦・岩谷　潔：２００３年７月１８日から１９日
にかけて発生した福岡豪雨の特徴と浸水被害，
自然災害科学西部地区部会報・論文集，No． ２８，
pp． １２１-１２４，２００４．

２９） Yamamoto, H.・Iwaya, K.: Changes and the 
Characteristics of Heavy Rainfall Disasters in 

Japan. J. Agric. Meteoro., Vol.６０, No.５ , pp.９１７-
９２０ , ２００５.

３０） 山本晴彦・岩谷　潔：山口県東部における梅雨前線

に伴う２００５年７月３日の豪雨の特徴と浸水被害．
自然災害科学，Vol． ２４，No．３，pp． ３２３-３３１，２００５．

３１） 山本晴彦・岩谷　潔・東山真理子：２００５年台風１４号 
（NABI）による豪雨と山口県錦川流域における洪水
災害の特徴．自然災害科学，Vol． ２６，No．１，
pp． ５５ -６８，２００７．

（投 稿 受 理：平成２２年５月１０日 
訂正稿受理：平成２３年１月６日）

４８５
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